想像の植物、植物の創造 : パウル・クレー《花ひらく木》をめぐって by 山本 淳
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木）》（Blühender Baum, 1925：Abb.1）5） である。これは、画家のヴァイマルの
アトリエの一角に掛けられていたもので、バウハウスでの講義「造形的形態
論」にも結びつく重要な作品と見なされる。後述するように、9年後の 1934




（Abstract mit Bezug auf  einen blühenden Baum）という覚書を記しているが、
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Blühender Baum （Abstract mit Bezug auf  einen blühenden Baum）
1925, 119 / CR.3800　
Ölfarbe mit Karton auf  Keilrahmen genagelt; originale, 
gefasste Rahmenleisten
39,3× 39,1 cm














1934, 199 / CR.6737
Ölfarbe auf  Grundierung auf  Leinwand, 



































































はなく、眼に見えるようにするのだ。」（Die Kunst gibt nicht das Sichtbare 
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Rückseite von Blühendes （→ Abb. 2） 























自然との対話はつねに conditio sine qua non（不可欠の条件）である。芸術家
は人間であり、自らも自然であり、自然の空間内の一片の自然である。」17）
クレーは生涯にわたり自然を丹念に観察し、そこに見られる生成や運動の法則
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る、根を地上的連帯にもつ非光学的方法（nicht optischer Weg gemainsamer 
irdischer Verwurzelung）」であり、第二（図の上部）には「上から降りてくる
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れらは、一方の《回転》（Rotation, 1923: Abb. 5）が 1923年に、もう一方 










1923, 134 / CR.3228　




















1924, 30 / CR.3398　










































Abb. 7　《ダイナモ放射状植物の過剰培養 1》 




Überkultur von Dynamoradiolaren 1
1926, 133 / CR.4084　
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